
 
 

 

  

わが社の桜 

 
～ 特殊発條興業㈱ ～ 

 

  

 

桜の下で飲みニケーション 

 

当社の伊丹事業所は、３０本の桜の木が工場の周りをぐるっと囲っています。 

１９６４年に伊丹工場を建設したときに植えられたもので、毎年鮮やかで可憐な

桜花が、私たち社員を楽しませています。道すがら塀の外から見上げておられる

ご近所の方をよく見かけます。一昨年、事業所統合により全社機能が伊丹事業所

に集約されたことで、この桜がわが社のシンボルと思えるようになりました。こ

れからも私たちと一緒に新しい歴史を刻んでいくことになるでしょう。 

添付の写真は、社内報に今年の新入社員を掲載するため、満開の桜を背景に撮

影したときのものです。 

 

当社では毎年４月初旬の週末に、従業員、お取引先の皆さんと、事業所内で花見を

行います。４月に入社したばかりの新入社員から、ＯＢの方も含めて総勢２００名を

超える関係者が一同に集まり、ライトアップされた夜桜を鑑賞しながら、お酒やバー

ベキューで盛り上がる大宴会となります。また、翌日の土曜日・日曜日には、近隣の

方にも花見を楽しんでいただくため、事業所内を開放しています。 

 

２０１１年は、東日本大震災が発生したことから、花見の開催を見送りました。

この度の震災により亡くなられた方々のご冥福、被災された方へのお見舞いをお

祈り申し上げます。また被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 



そして、２０１２年春は、日本全国の皆さんといっしょに花見を開催すること

を願っております。 

 

 

新入社員が桜の前でハイパチリ 

 


